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1.環境経営方針 

＜環境経営理念＞ 

株式会社ねじのスーパー大和は、かけがえのない地球環境の保全が、企業経営の重要課題

のひとつであると考え、企業活動のあらゆる面で知恵を出し活用し、ねじ類の販売や、機

械部品の製造・販売を通じて地球環境の保全に努めます。 

＜環境経営方針＞ 

次の項目について環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努

めます。 

１．省エネルギー・省資源を継続的かつ積極的に取り組みます。 

２．環境関連法規及びその他の要求事項を遵守します。 

３．環境に配慮したねじ類や、機械部品を購入、生産、販売をします。 

４．自社加工製品の不良率の削減に努めます。 

５．化学物質の適正管理に努めます。 

６．環境活動を通した組織構築、社員教育を行います。 

この方針は、全ての社員に周知徹底し、環境に対する意識の向上に努めるともに社外に対

しても公開します。  

制定 2009年 6月 1日 

改定 2021年 9月 2日 

株式会社ねじのスーパー大和 

代表取締役  木村亮 
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１）組織の概要

会社名： 株式会社ねじのスーパー大和

代表者： 代表取締役　木村　亮

所在地： 〒457-0802

愛知県名古屋市南区要町5丁目94番地

TEL (052)612-3060 FAX (052)613-2864

南野工場 〒457-0068

愛知県名古屋市南区南野2丁目315番地

千葉営業所 〒263-0004

千葉県千葉市稲毛区六方町236-1

TEL (043)422-7802 FAX (043)421-2438

資本金： 3300万円

製品売上高： 12,567万円

設立： 1974年

従業員： 27名

事業内容： 各種ねじ類の販売・機械加工部品の製造販売

環境責任者： 木村　亮

責任者連絡先： TEL (052)612-3060

環境影響設備： 圧縮機（ＣＭ8Ｂ・7.5ｋＷ、Ｚ086Ａ・7.5ｋＷ）計2台・・・届出済

２）適用範囲

対象範囲： 全組織・全活動

サイト： 本社・本社工場、南野工場、千葉営業所

事業内容： 各種ねじ類の販売・機械加工部品の製造販売

2.会社概要

2022年1月～2022年12月環境活動
レポートの対象
範囲：

本社・本社
工場

次回更新時の対象範囲は2023年1月～2023年12月で環境経営活
動レポートの作成は2024年8月とする。　千葉営業所（駐在3名）は
現在光熱費関係家賃込みの対応の為、データ取得不可。ガソリン

使用量のみデータ対象として本社データと合計。
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・環境経営方針の設定
・環境経営管理責任者の任命を含めた組織体制の構築
・エコアクション21のシステム構築・運用に必要な資源の準備
・代表者による全体の評価と見直し
・環境経営活動レポートの承認
・全社共通の文書の承認
・環境経営目標・環境経営活動計画の承認
・環境経営関連法規等の取りまとめ承認

・エコアクション21のシステム構築及び運用に関する全責任
　→従って、エコアクション21に関しては、業務上の組織を超えた、

加藤 森 眞野 森 金城 　　責任と権限を有するものとする　　
中條 梶野 村上 小柳津 下山 ・緊急事態発生時の総指揮
佐藤 吉川 桑原 小林 山口 ・環境経営活動レポートの原案作成
藤田 服部 ・環境経営目標の原案作成
仁田原 山田 ・環境経営活動計画の作成と全体的な運用確認
稲熊 青木 ・全社共通文書の作成又は作成指示
渡邉 阿野 ・部署作成文書の承認
辻 浜坂 ・環境経営関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェック
横山 加藤勲 ・是正処置及び予防処置の計画、実施の指示と結果の確認、フォロー

12名 9名 3名 3名
※2022年12月31日時点での組織図です。 ・環境経営管理責任者のアシスタント全般

・環境経営目標達成するための活動の推進、提案
・部署内教育の実施

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加
※各部署の責任者は以下の通り。

役職
代表取締役

環境経営管理責任者

※千葉営業所は現在、光熱費関係家賃
込みの対応の為データ取得不可。
ガソリン使用量のみデータ対象として本
社データと合計。

3.環境経営活動組織図

ＥＡ21推進委員会
推進体制表

環境経営管理担当者

各部署責任者

全従業員

代表取締役　木村亮
環境経営管理責任者

・代表者による全体の評価と見直しのための情報収集と代表者への提
供

南野工場
千葉

営業所
工場

本社・
事務所

南野工場
千葉営業所

工場
本社・事務所

金城
森
眞野
加藤
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4.環境経営目標

2018年～2020年の環境負荷実績の平均を基準数値とし、
2021年(第1年次)～2023（第3次）の目標を下記の通りに新たに定め活動をした。

基準数値 第1年次 第2年次 第3年次
2018～20年平均 2021年 2022年 2023年
135,728 135,404 135,064 134,725
単位：kg-CO2 目標 0.25％削減 0.5％削減 0.75％削減
183,314 182,856 182,397 181,939
単位：kWh 目標 0.25％削減 0.5％削減 0.75％削減
11,654 11,625 11,596 11,567
単位：Ｌ 目標 0.25％削減 0.5％削減 0.75％削減
6.280 6.264 7.141 7.123
単位：t 目標 0.25％削減 0.5％削減※ 0.75％削減※
180 180 205 204
単位：㎥ 目標 0.25％削減 0.5％削減※ 0.75％削減※
1.91 1.90 1.89 1.88
単位：％ 目標 0.5％削減 0.1％削減 0.15％削減

※水使用量と廃棄物排出量に関しては、新しく入れた機械がフル稼働している2020年度を基準数
値とした。また、2022年春に機械導入予定の為、7台から8台に増えた分を8/7倍増加すると見込ん
で、目標設定をした。

＊オリックス㈱の二酸化炭素排出係数は、2019年の0.593kg-CO2/kWhにより算定。
＊都市ガスも使用しているが、全体の０．０５％なので、目標に入れない。

●水使用量の削減

●自社加工製品の不良率削減

●環境に配慮した製品の製造販売
六角ボルトのメッキを６価から３価のクロムに変更（在庫が無くなり
次第）

●化学物質の適正管理
使用する製品に含まれる化学物質は、自らの判断で削減できない
ので、適正管理していることを定期的に確認する。

●廃棄物排出量の削減

年次別目標

●二酸化炭素量の削減

1）電力使用量の削減

2）ガソリン使用量の削減
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5.環境経営活動計画の内容

●電力による二酸化炭素

※責任者　：　木村　亮　　　　　期間　：　2023年度まで

※責任者　：　佐藤　　　　　期間　：　2025年度まで

※責任者　：　木村　亮　　　　　期間　：　2023年度まで

※責任者　：　木村　亮　　　　　期間　：　2023年度まで

※責任者　：　眞野　　　　　期間　：　2025年度まで

※責任者　：　青木　　　　　期間　：　2023年度まで

※責任者　：　木村　亮　　　　　期間　：　2023年度まで

※千葉営業所・・・・・・・・・・

他、活動としては、①電力使用量削減に関しては、本社と同じくチェックシート
にてエアコンの設定温度管理をする。②廃棄物排出量の削減に関しては、駐
在先のルールに基づいて管理の徹底をする。

●水使用量の削減

●自社加工製品の不良率
削減

・無駄な不良の削減を常に心がける

・水使用量削減の心がけの徹底（各水道にメッセージを貼り意識強化）

●環境に配慮した製品の
製造販売

●化学物質の適正管理 ・定期的にSDSの取得を行い、保管および使用方法のチェックを行う。

・環境有害物質の六価クロム含有の六価クロメート六角穴付きボルトの在庫
を三価クロメート品への変更も進めてきた。メインサイズは変更完了。未変更
のサイズに関しては在庫無くなり次第変更していく。

現在、光熱費関係家賃込みの対応の為、データ取得不可。ガソリン使用量の
みデータ対象として本社データと合計。

・照明　：　昼休み・時間外の消灯、及び不要照明の消灯

・走行メーター（km)は毎日記入する。及び給油量の記入

・コピー紙、裏面使用の励行

排出量の削減 ・空調　：　夏（冷房）28度±2度・冬（暖房）21度±2度に設定温度を定める
　　　　　　　時間外は切る。
　　　　　　　フィルターの清掃、年2回（5月・11月）シーズン前に行う

●ガソリンによる
二酸化炭素排出量の削減 ・日常点検（始業点検＝タイヤ空気圧チェック）は従来通りに行う

●廃棄物排出量の削減 ・廃棄物の分別の徹底、及び廃棄物排出量、種類の把握

・アイドリングストップ、空ぶかし・急発進・急加速・急ブレーキの禁止、定速走
行などのエコドライブを心がける
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評価
135,064 kg-CO2 148,634 kg-CO2 ×

1）電力使用量の削減 182,397 kWh 204,569 kWh ×
2）ガソリン使用量の削減 11,596 L 11,778 Ｌ ×

7.141 t 4.225 t 〇
205 ㎥ 207 ㎥ ×
1.89 % 1.86 % 〇

〇
〇

※電力の二酸化炭素排出係数は、0.593を使用、ガソリンは2.32使用

※廃棄物排出量の削減は排出量を目標数値とします。

2）取組結果の評価

●二酸化炭素量の削減
1）電力使用量の削減 目標未達成 要因

2）ガソリン使用量の削減 目標未達成 要因

●廃棄物排出量の削減 目標達成 要因

●水使用量の削減 目標未達成 要因

●自社加工製品の不良率の削減 目標達成 要因

●環境に配慮した製品の製造販売 目標達成 要因

●化学物質の適正管理 目標達成 要因

3）評価のまとめ

（評価・・・100％以上→○、100％未満→×）

半分目標達成だったが、人員や機械の増加によるものが主な要因であ
る。意識が低下しているわけではないため、このまま継続して環境への
配慮をしていきたい。

・・・2022年1月に機械を購入した分を考慮した目標設定に対しては妥当
であったが、同時期から始めた社内清掃活動により水の使用量が増え
たことが原因だと考えられる。

・・・検査部門がうまく動いており、社内の品質の意識が高くなった。

…SDSの取得に努め、定期的に保管、使用方法のチェックができた。

・・・2022年1月に機械を購入した分を考慮した目標設定だったが、増加
分が想定以下だった。

6.環境経営活動の取組結果の評価

1）2022年運用期間の目標と実績（1月～12月）

・・・社内システムとして六価ｸﾛﾒｰﾄﾒｯｷ品は避けるよう活動している。

実績

2022年5月26日実施
1種類変更した（変更率93%）

目標

●環境に配慮した製品の製造販売
●化学物質の適正管理

●二酸化炭素量の削減

●廃棄物排出量の削減
●水使用量の削減
●自社加工製品の不良率削減

・・・2022年1月に機械を購入した分を考慮した目標設定だったが、増加
分が想定以上だった。

・・・7月末に営業2名増員したことが原因だと考えられる。
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評価:100％以上○、100％未満×

単位 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 実績 目標 評価

計画 13058 15978 14031 9705 7217 9489 11327 11003 11976 9056 9056 13166 135064

実績 14601 16254 13412 8610 8243 11860 13597 15182 13549 9356 9413 14557 148634 ×

計画 18240 23164 19881 12585 8390 12221 15321 14774 16416 11491 11491 18422 182397

実績 21609 24024 18760 10854 10774 16225 19051 20816 18399 11468 12008 20581 204569 ×

計画 966 966 966 966 966 966 966 966 966 966 966 966 11596

実績 770 865 986 937 799 965 991 1223 1137 1102 988 1014 11778 ×

計画 28 35 27 28 32 30 205

実績 33 35 34 34 35 36 207 ×

計画 0.595 0.595 0.595 0.595 0.595 0.595 0.595 0.595 0.595 0.595 0.595 0.595 7.141

実績 0.840 0.175 0.275 0.175 0.155 0.130 0.150 0.600 0.590 0.270 0.085 0.780 4.225 〇

計画 1.89% 1.89% 1.89% 1.89% 1.89% 1.89% 1.89% 1.89% 1.89% 1.89% 1.89% 1.89% 1.89%

実績 2.77% 1.67% 1.12% 1.25% 1.79% 2.68% 3.03% 1.00% 1.75% 2.31% 1.64% 0.97% 1.86% 〇

0.593

2.32

●総合・・・2/6達成

調整後を使用（2019年度実績　㈱オリックス）

を使用ガソリンの二酸化炭素排出係数は

電力の二酸化炭素排出係数は

取組の評価
●前半・・・電気と水道が目標値を超えている。機械増設
によるものと考えられる。

●後半・・・ガソリンが急激に増えた。営業増員によるも
のと考えられる。

7-1.  2022年度　負荷の実績表

ｔ

%

水道

廃棄物

不良品

㎥

L

CO2
kg-
CO2

電気 kWh

ガソリン

エ
ネ
ル
ギ
ー
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六価ユニクロメッキ六角穴付きボルト→三価クロメートメッキへ変更
○印→三価クロメートメッキ変更済み、×印→六価ユニクロメッキ、◎印→今年変更した分

↓長さ Ｍ３ Ｍ４ Ｍ５ Ｍ６ Ｍ８ Ｍ１０ Ｍ１２ Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ２０
5 ○ ○
6 ○ ○ ○ ○
8 ○ ○ ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ ○
12 ○ ○ ○ ○ ○ ×
14 ○ ○
15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
35 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
40 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
45 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
55 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
60 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
65 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
70 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
75 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
80 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
85 ○ ○ ○ ○ ○ × ×
90 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
95 ○ ○ ○

100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
110 × ○ ○ ○ ×
120 ○ ○ ○ ○
130 × × ○ ○
140 ○ × ◎ ○
150 × × × ○

2022年12月28日現在 93%

7-2. 2022年度　実績表（三価クロメートメッキ変更）

変更率　：
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10．緊急事態への対応訓練

2022年8月22日に火災訓練を実施した。今後も定期的に実施する予定。

●水使用量の削減

8．環境経営活動計画における次年度の取組内容

●二酸化炭素量の削減
　1）電力使用量の削減

・今後も活動を継続すると共に、消し忘れなどの単純なミスをなくすように意識付け
を徹底したい。
・環境だけでなく電力費高騰もある為、より一層電力使用量の削減に注意する。

　2）ガソリン使用量の削減
・今後もエコドライブ活動を継続する。
・営業を増員したのでエコドライブ活動を周知徹底していきたい。また、営業のエリ
アや同じ方向への配達に関して協力体制を作っていく。

●廃棄物排出量の削減
・今後もリサイクル・分別の徹底をはかる。

・引き続き削減計画を継続する。

●環境に配慮した製品の製造販売
環境有害物質の六価クロム含有の六価ユニクロメッキ六角穴付きボルトの在庫を
三価クロメートメッキ品への変更も進めてきた。メインサイズは変更完了。未変更の
サイズに関しては在庫なくなり次第変更し、錆が発生した場合は処分する。

9．化学物質
2022年5月26日に調査を実施した。ＰＲＴＲ法対象化学物質が含まれている製品の
使用量を把握するとともに保管、使用方法をチェックし、適正に管理をしていく。

・今後も活動を継続する。
・定期的に漏水のチェックを行う。

●自社加工製品の不良率削減
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11．環境関連法規への違反、訴訟の有無
遵守評価

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

12．代表者による全体評価と見直し
全体評価・・・

名古屋市防災条例
災害に対して従業員を災害から守る対策、施
設・設備の災害に対する安全性を確保するため
の対策

フロン類の使用の合理化及び管理の適
正化に関する法律（フロン排出抑制法）

業務用エアコンの修理・撤去及び簡易点検・定
期点検の実施

騒音規制法・振動規制法
騒音・振動設備の届出、騒音・振動の防止（軽
減）

名古屋市下水道条例 下水道排水基準の順守

市民の健康と安全を確保する環境の保
全に関する条例

自動車の使用に伴う環境への負荷の低減

消防法・名古屋市火災予防条例 切削油・潤滑油の貯蔵

労働安全衛生法 切削油・潤滑油の保管

特定化学物質の環境への排出量の把握
等及び管理の改善の促進に関する法律
（PRTR法）

洗浄剤、切削・潤滑・防錆油、グリース、塗料とそ
の除去液などのＳＤＳ管理

法令等の名称 環境側面等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃
棄物処理法）

保管場所、マニフェスト管理

特定家庭用機器再商品化法（家電リサイ
クル法）

家庭用エアコン・冷蔵庫・テレビ・洗濯機の廃棄

・来年度の環境経営目標について、Co2、電力、ガソリンの3項目は確実に未達となる為、達
成見込みのある目標数値に変更してください。

・新入社員が増え続けることで、会社全体のエコアクションの意識低下を今後の課題として
考えてください。環境経営活動に対する意識向上に勤め、今後も継続して活動してくださ

・増員や増収とのバランスが難しいとは思いますが、環境を無視して利益を上げてはなりま
せん。環境への意識をしっかりと持った活動を継続してください。

また、過去3年間、環境関連機関からの訴訟・指摘や、近隣からの苦情・訴訟はありません。

2023年5月31日にチェックした結果、過去3年間、環境関連法規については、遵守しており違反はあり
ません。
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